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教 科 の 学 び 光の反射の法則、仮説の検証、実験計画、量的 

【本時の様子】 

生徒たちは、プロンプターによって文字が二重に見える理由を考えるために、板の厚

さと読み手に届く光の本数に着目して追究しました。 

文字が二重に見えるのは板の手前の面と奥の面で２回反射が起きているだろうという

仮説をもった生徒は、薄い板と厚い板に光を入射させて反射する箇所と光の本数を確か

める実験方法を立案しました。 

実験をしてみると、厚い板では２回の反射が起きていて２本の光が観察できて、薄い

板では光の本数が１本に観察できたことを全体で共有しました。この結果に対して「自

分の仮説のように厚い板では２回の反射が起きていた。薄い板も実際は２本だが、板が

薄すぎて１本に見えているんだろう」と考えた生徒は、さらに中間の厚さの板でも確か

めて、板の厚さと２本の光の幅の関係を説明していました。 

今後は、本時までに追究したことを基に自分のプロンプターをつくります。原稿が読

みやすいプロンプターにするために、どのような工夫をしていくのでしょうか？ 
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本時の板書 



【小単元終末のM生の姿】 

M生は、プロンプターに出会い、「「なぜ読み手に映像が見えて聞き手からは見えないの

だろう」「なぜ文字が二重に見えるのだろう」という疑問をもち、仮説を立てて追究をし

てきました。第５時までに、「「光の反射は入射する角度と反射する角度が等しい」、「板の

厚さによって２回の反射が起こって文字が二重に見える」と結論付けました。 

第６時（最終時）の終末、M 生は、プロンプターがどのように映像を見せるのか考え

るために、光を１本の道筋で表して仮説を立てたり、具体的な検証方法と予想される結

果をまとめたりしたことを基に追究してきたこれまでの過程を以下のように振り返りま

した。 

小単元末のM生の振り返り 

M 生のように、仮説を立てることで、見通しをもって実験が行えたり、結果と仮説を

比較して考えたりできることのよさを実感した生徒が多く見られました。こういった学

びをした生徒が、今後の理科を含むすべての学習で、どのように新しいものを捉えてい

くかが楽しみです！ 


